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(54)【発明の名称】 液晶表示装置及びその駆動方法

(57)【要約】
【課題】  多様な変数によって適応的に液晶表示装置の
応答速度を改善し、最適のデータ電圧補正が行われるよ
うにする。
【解決手段】本発明の液晶表示装置は、現在フレームの
画像信号と直前フレームの画像信号とを同時に考慮して
補正画像信号を生成した後、生成された補正画像信号に
該当するデータ電圧をデータ線に印加する。この時、補
正画像信号を生成するために現在フレームの画像信号を
補正する値は、現在液晶表示装置の温度、使用者の好み
によって選択される画質、液晶表示装置の使用環境のう
ち少なくとも一つである補正変数によって可変される。
このような本発明による補正変数、特に、液晶表示装置
の温度によって最適のデータ電圧が印加されることによ
って、画素電圧が直ちに目標電圧レベルに到達すること
ができ、液晶の応答速度を改善させることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】走査信号を伝達する多数のゲート線と、デ
ータ電圧を伝達し前記ゲート線と絶縁されて交差する多
数のデータ線と、前記ゲート線及びデータ線によって囲
まれた領域に形成され、各々前記ゲート線及びデータ線
に連結されているスイッチング素子を有する行列形態に
配列された多数の画素を含む液晶表示装置パネル;ゲー
ト線に走査信号を順次に供給するゲート駆動部;データ
ソースから階調信号を受信し、外部から入力される補正
変数によって現在のフレームの階調信号と直前のフレー
ムの階調信号とを考慮し補正階調信号を出力するデータ
階調信号補正部;及び前記データ階調信号補正部から出
力される前記補正階調信号を対応するデータ電圧に変え
て、前記データ線に供給するデータ駆動部を含み、
前記補正変数は温度、使用者の好みによって選択される
画質、液晶表示装置の使用環境のうち少なくとも一つで
ある液晶表示装置。
【請求項２】前記データ階調信号補正部は、
前記データソースから階調信号を受信して一つのフレー
ムの間に前記受信された階調信号を保存して出力するフ
レームメモリ;前記フレームメモリの階調信号の記録及
び判読を制御するコントローラ;及び前記補正変数によ
ってデータソースから受信される現在のフレームの階調
信号と前記フレームメモリから受信される直前のフレー
ムの階調信号を考慮して前記補正階調信号を生成するデ
ータ階調信号変換器を含む、請求項１に記載の液晶表示
装置。
【請求項３】前記データ階調信号変換器は、
多数の補正変数別に階調信号補正のための補正値が保存
されている多数のルックアップテーブルを含むＬＵＴ
部;外部から入力される補正変数に基づいて前記ＬＵＴ
部の多数のＬＵＴのうちの一つを選択するためのＬＵＴ
 ＩＤ、及び選択されたＬＵＴの補正値を変換するため
の係数値を設定するＬＵＴ選択部;前記ＬＵＴ ＩＤによ
って前記ＬＵＴ部から該当するＬＵＴを読み出し、前記
係数値が提供される場合に読み出しされたＬＵＴの補正
値を係数値によって変換処理し新しく補正されたＬＵＴ
を生成するＬＵＴ変換部;前記ＬＵＴ変換部より選択さ
れたＬＵＴまたは新しく生成されたＬＵＴに基づいて、
現在のフレームの階調信号と前記フレームメモリから受
信される直前のフレームの階調信号に該当する補正値を*
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*読み出し、この補正値に基づいて前記補正階調信号を生
成する補正信号出力部を含む、請求項２に記載の液晶表
示装置。
【請求項４】補正変数が温度であり、設定温度別にＬＵ
Ｔが対応しており、前記設定温度別ＬＵＴの各補正値を
Ｇ
ij
=Ｇ

ij
'とすると、前記Ｇ

ij
に対応する現在のフレー

ムの階調信号はＧ
n
=（i-１)×２8-yであり、直前のフレ

ームの階調信号はＧ
n-1

=(j-１)×２8-yであると定義さ
れる、請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】前記ＬＵＴ変換部は、
前記測定温度が設定温度に該当しない場合に、選択され
たＬＵＴの補正値Ｇ

ij
を下記の数１の通りに変換して現

在の測定温度に該当する補正値を求める、請求項４に記
載の液晶表示装置。
【数１】

ここで、α、β、γ:各項に付与される補正係数、
Ｇ
ij
’：補正値Ｇ

ij
の変換値。

【請求項６】前記ＬＵＴ変換部は、
測定温度が設定温度より低い場合には、前記補正係数の
値を１より大きくし補償が大きく行われるようにし、測
定温度が設定温度より高い場合には、前記補正係数の値
を１より小さくして補償が小さく行われるようにする、
請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】前記データ階調信号変換器は、
直前のフレームの階調信号とｘビットの現在のフレーム
の階調信号のｙビットＭＳＢの提供を各々受けて動画像
補正のための変数（ｆ、ａ、ｂ）を出力するルックアッ
プテーブル;及び直前のフレームの階調信号、ｘビット
の現在のフレームの階調信号のうちｚビットのＬＳＢ及
び、前記変数（ｆ、ａ、ｂ）の提供を受けて補正された
階調信号を生成する演算部を含む、請求項２に記載の液
晶表示装置。
【請求項８】前記ＬＵＴ変換部は、前記測定温度が設定
温度に該当しない場合に、前記変数ａ、ｂを選択された
ＬＵＴによって下記の数２の通りに補正する、請求項７
に記載の液晶表示装置。
【数２】
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ここで、a
ij
及びb

ij
は、Ｇ

ij
に対する演算用係数、a

ij
'

及びb
ij
'は、Ｇ

ij
'に対する演算用係数である。

【請求項９】前記ｆと補正された変数ａ、ｂに基づいて
補正された階調信号（Ｇｎ´）は、下記の数３に基づい
て算出される、請求項７に記載の液晶表示装置。（ここ
で、ｚはｘ－ｙ、[Ｇｎ]ｚはＧｎのＬＳＢｚビットを全*

4

*て０にした値であり、[Ｇｎ－１]ｚはＧｎ－１のＬＳＢ
ｚビットを全て０にした値であり、ｙ[Ｇｎ]はＧｎのＭ
ＳＢｙビットを全て０にした値であり、ａとｂは全て正
整数）
【数３】

【請求項１０】前記データソースから供給される階調信
号に同期されるクロック周波数と、前記コントローラが
同期されるクロック周波数が同一である、請求項２に記
載の液晶表示装置。
【請求項１１】前記データソースから供給される階調信
号に同期されるクロック周波数と、前記コントローラが
同期されるクロック周波数が相異している、請求項２に
記載の液晶表示装置。
【請求項１２】前記データソースから伝送される階調信
号を受信し、前記コントローラが同期されるクロック周
波数に合うように階調信号を合成し、合成された階調信
号を前記フレームメモリと前記データ階調信号変換器に
出力する合成器;及び前記データ階調信号変換器から出
力される階調信号を前記データソースから伝送される階
調信号が同期する周波数に合うように階調信号を分離す
る分離器を追加的に含む、請求項２に記載の液晶表示装
置。
【請求項１３】前記データ階調信号変換器は現在のフレ
ームのデータ電圧をＶ

n
、直前のフレームのデータ電圧

をＶ
n-1
とする時、下記の数４を満足する補正データ電

圧Ｖｎ’を出力するように階調信号を補正する、請求項
２に記載の液晶表示装置。
【数４】

【請求項１４】前記補正変数はデータソースからディス
プレイブランク期間に生成され階調信号として伝送され
て入力される、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】多数のゲート線と、前記ゲート線と絶縁
されて交差する多数のデータ線、前記ゲート線及びデー

タ線によって囲まれた領域に形成され、各々前記ゲート
線及びデータ線に連結されているスイッチング素子を有
する行列形態に配列された多数の画素を含む液晶表示装
置の駆動方法において、
前記ゲート線に走査信号を順次に供給する段階;及びデ
ータソースから画像信号を受信し、外部から入力される
補正変数によって現在のフレームの画像信号と直前のフ
レームの画像信号を考慮して補正画像信号を生成する段
階;生成された前記補正画像信号に対応するデータ電圧
を前記データ線に供給する段階を含み、
前記補正変数は、温度、使用者の好みによって選択され
る画質、液晶表示装置の使用環境のうちの少なくとも一
つである液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１６】前記画像信号はデジタル画像信号であ
る、請求項１５に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１７】前記補正画像信号生成段階は、
補正変数別に直前のフレームの画像信号と現在のフレー
ムの画像信号に対応する補正値が記録されている変換表
に基づいて補正画像信号を生成し、前記補正変数に対応
する変換表がない場合には、既に生成されている変換表
に記載されている補正値を変換して補正変数による新た
な変換表を生成し、生成された変換表に基づいて補正画
像信号を生成する、請求項１５に記載の液晶表示装置の
駆動方法。
【請求項１８】前記変換表変換をデータブランク期間に
行う、請求項１５に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】本発明は液晶表示装置（以下、
‘LCD’とする）に関し、さらに詳しくは、液晶表示装
置の応答速度を向上させるための方法に関する。
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【０００１】
【従来の技術】近来パソコンやテレビなどの軽量化及び
薄型化によりディスプレイ装置も軽量化及び薄型化が要
求されており、このような要求によって陰極線管（CR
T）の代わりに液晶表示装置（LCD）のようなフラットパ
ネル形ディスプレイが開発されている。ＬＣＤは二つの
基板の間に注入されている異方性誘電率を有する液晶物
質に電界を印加し、この電界の強さを調節して基板を透
過する光の量を調節することによって所望の画像信号を
得る表示装置である。このようなＬＣＤは携帯が簡便な
フラットパネル形ディスプレイの中で代表的なものであ
って、この中でも薄膜トランジスタ（TFT）をスイッチ
ング素子として利用したＴＦＴ ＬＣＤが主に利用され
ている。
【０００２】最近は、ＴＦＴ ＬＣＤがコンピュータの
ディスプレイ装置だけでなく、テレビのディスプレイ装
置として広く用いられることによって動画像を再現する
必要が増加した。しかし、従来のＴＦＴ ＬＣＤは応答
速度が遅いため動画像を再現するのが難しいという短所
があった。このような応答速度問題を改善するために、
従来はＯＣＢモード（Optically Compensated Bend）を
使用したり、強誘電性液晶（FLC:Ferroelectric liquid
 crystal）物質を用いたＴＦＴ ＬＣＤを使用した。
【０００３】しかし、このようなＯＣＢモードやＦＬＣ
を使用するためには、従来のＴＦＴＬＣＤパネルの構造
を変えなければならない問題点があった。このような問
題点を解決するために、ＴＦＴ ＬＣＤのパネル構造を
変えることなく、液晶の駆動方法を変更することによっ
て液晶の応答速度を改善させる技術が特許文献１の“液
晶表示装置及びその駆動方法”に開示されている。前記
韓国出願の技術は、現在のフレームのデータ電圧と直前
のフレームのデータ電圧を全て考慮して補正データ電圧
を生成した後、生成された補正データ電圧をデータ線に
印加して画素電圧が直ちに目標レベルに到達できるよう
にすることによって、液晶の応答特性が向上するように
する。ここで、補正値は液晶の動的キャパシタンスと応
答速度によって決められる。
【０００４】しかし、この変数は温度によって変化す
る。例えば、温度が高くなれば液晶のキャパシタンスが
小さくなって応答速度は速くなる。反対に、温度が低く
なれば液晶のキャパシタンスは大きくなって応答速度が
遅くなる。このように温度によって補正値を設定するた
めの変数が変化することにもかかわらず、従来技術では
特定温度での変数に基づいて設定された補正値によりデ
ータ電圧を補正している。そのため、特定温度より高い
温度では過補正が発生し、特定温度より低い温度では低
補正が発生して、正確なデータ電圧補正が行われないと
いう問題点がある。
【０００５】一方、文字や停止画像の表示は、ＰＣグラ
フィックス環境ではなく動画像を表示する環境では、デ
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ータ電圧の過補正がそれほど目立たず、むしろ過補正を
行うほど動画像画質が良くなる。図１に、従来技術によ
って液晶表示装置で動画像を補正する場合の例が示され
ている。動く四角形の動画像を温度に関係なく従来技術
によって補正して低補正が発生した場合には図１の
（ａ）に示されているように、応答時間が１フレームよ
り遅くなって残像が発生し、過補正が行われる場合には
図１の（ｂ）に示されているように、ムービングエッジ
が誇張される問題が発生することがある。
【０００６】しかし、視聴者によっては、低補正によっ
てＬＣＤの応答速度が遅い時に生じるスムーズな画面を
好むこともある。また、反対に縁部が鮮明に見える過補
正された画面の方を好むこともある。しかし、従来技術
は多様な変数、つまり、温度や使用者の好み、そして使
用環境などに関係なく固定された補正値だけに基づいて
データ電圧を補償しているので、適応的な補正が行われ
ないという問題点がある。
【０００７】
【特許文献１】大韓民国特許出願番号第２０００-５４
４２号
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】したがって、本発明が
目的とする技術的課題は前記のような問題点を解決する
ためのものであって、多様な変数によって適応的に液晶
表示装置の応答速度を改善しようとすることにある。特
に、本発明が目的とする技術的課題は、液晶表示装置で
現在のフレームのデータ電圧と直前のフレームのデータ
電圧とを同時に考慮してデータ電圧を補正する場合に、
温度、使用者の好み、使用環境などによって補正値を適
応的に設定し最適のデータ電圧補正が行われるようにす
ることにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】このような技術的課題を
達成するための本発明の液晶表示装置は、走査信号を伝
達する多数のゲート線と、データ電圧を伝達し前記ゲー
ト線と絶縁されて交差する多数のデータ線、前記ゲート
線及びデータ線によって囲まれた領域に形成され、各々
が前記ゲート線及びデータ線に連結されているスイッチ
ング素子を有し行列形態に配列された多数の画素を含む
液晶表示装置パネル;各ゲート線に走査信号を順次に供
給するゲート駆動部;データソースから階調信号を受信
し、外部から入力される補正変数によって現在のフレー
ムの階調信号と直前のフレームの階調信号とを考慮して
補正階調信号を出力するデータ階調信号補正部;及び前
記データ階調信号補正部から出力される前記補正階調信
号を対応するデータ電圧に変えて前記データ線に供給す
るデータ駆動部を含み、前記補正変数は温度、使用者の
好みによって選択される画質、液晶表示装置の使用環境
のうち少なくとも一つである。
【００１０】ここで、データ階調信号補正部は、前記デ
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ータソースから階調信号を受信し一つのフレームの間に
前記受信された階調信号を保存しながら出力するフレー
ムメモリ;前記フレームメモリの階調信号の記録及び判
読を制御するコントローラ;及び前記補正変数によって
前記データソースから受信される現在のフレームの階調
信号と前記フレームメモリから受信される直前のフレー
ムの階調信号を考慮して前記補正階調信号を生成するデ
ータ階調信号変換器を含む。特に、前記データ階調信号
変換器は、多数の補正変数別に階調信号補正のための補
正値が保存されている多数のルックアップテーブル（Ｌ
ＵＴ）を含むＬＵＴ部;外部から入力される補正変数に
基づいて前記ＬＵＴ部の多数のＬＵＴのうち一つを選択
するためのＬＵＴ ＩＤ、及び選択されたＬＵＴの補正
値を変換するための係数値を設定するＬＵＴ選択部;前
記ＬＵＴ ＩＤによって前記ＬＵＴ部から該当するＬＵ
Ｔを読み出し、前記係数値が設定される場合には読み出
されたＬＵＴの補正値を係数値によって変換処理して新
しく補正されたＬＵＴを生成するＬＵＴ変換部;前記Ｌ
ＵＴ変換部から選択されたＬＵＴまたは新しく生成され
たＬＵＴに基づいて、現在のフレームの階調信号と前記
フレームメモリから受信される直前のフレームの階調信
号に該当する補正値を読み出し、補正値に基づいて前記
補正階調信号を生成する補正信号出力部を含む。
【００１１】ここで、補正変数が温度であり、設定温度
別にＬＵＴが対応されており、前記設定温度別ＬＵＴの
各補正値をＧ

ij
=Ｇ

n
'といえば、前記Ｇ

ij
に対応する現

在のフレームの階調信号がＧ
n
=（i-１)×２8-yであり、

直前のフレームの階調信号はＧ
n-1

=(j-１)×２8-yであ *

8
*ると定義される。前記ＬＵＴ変換部は測定温度が設定温
度に該当しない場合に、選択されたＬＵＴの補正値Ｇ

ij

をＧ
n
=（i-１)×２8-y，α，β，γ，．．．などは、各

項に与えられる補正係数で、Ｇ
ij
’は補正値Ｇ

ij
の変換

値ということを前提にした条件である下記の数５によっ
て補正される。
【００１２】
【数５】

一方、前記ＬＵＴ変換部は測定温度が設定温度より低い
場合には前記補正係数の値を１より大きくして補償が大
きく行われるようにし、測定温度が設定温度より高い場
合には前記補正係数の値を１より小さくして補償量を小
さくする。また、前記データ階調信号変換器は、直前の
フレームの階調信号とｘビットの現在のフレームの階調
信号のｙビットＭＳＢの提供を各々受けて動画像補正の
ための変数（ｆ、ａ、ｂ）を出力するルックアップテー
ブル;及び直前のフレームの階調信号とｘビット現在の
フレームの階調信号のうちｚ  ＬＳＢビットの提供を各
々受け、前記変数（ｆ、ａ、ｂ）の提供を受けて補正さ
れた階調信号を生成する演算部を含む。
【００１３】また、前記ＬＵＴ変換部は、前記測定温度
が設定温度に該当しない場合に、前記変数ａ、ｂを選択
されたＬＵＴによって補正する。そして、ｆは補正され
た変数ａ、ｂに基づいて補正された階調信号（Ｇ

n
'）

は、下記の数６に基づいて算出される。
【００１４】
【数６】

ここで、ｚはｘ－ｙ、[Ｇｎ]ｚはＧ
n
のＬＳＢ ｚビット

を全て０にした値であり、[Ｇ
n-1

]
z
はＧ

n-1
のＬＳＢ ｚ

ビットを全て０にした値であり、ｙ[Ｇ
n
]はＧ

n
のＭＳＢ

 ｙビットを全て０にした値であり、ａとｂは全て正整
数である。また、本発明の液晶表示装置において、デー
タソースから供給される階調信号に同期したクロック周
波数と、前記コントローラが同期されるクロック周波数
が同一であったり、相異していることもある。
【００１５】これにより、液晶表示装置は、前記データ
ソースから伝送される階調信号を受信し、前記コントロ
ーラが同期されるクロック周波数に合うように階調信号
を合成し合成された階調信号を前記フレームメモリと前
記データ階調信号変換器に出力する合成器;及び前記デ
ータ階調信号変換器から出力される階調信号を前記階調
信号ソースから伝送される階調信号が同期する周波数に
合うように階調信号を分離する分離器を追加的に含むこ
とができる。一方、前記補正変数は表示のブランク期間
に生成されて階調信号の形式で入力されることができ
る。
【００１６】また、本発明の液晶表示装置の駆動方法

は、多数のゲート線と、前記ゲート線と絶縁されて交差
する多数のデータ線、前記ゲート線及びデータ線によっ
て囲まれた領域に形成され、各々前記ゲート線及びデー
タ線に連結されているスイッチング素子を有する行列形
態に配列された多数の画素を含む液晶表示装置の駆動方
法において、前記ゲート線に走査信号を順次に供給する
段階;データソースから画像信号を受信し、外部から入
力される補正変数によって現在のフレームの画像信号と
直前のフレームの画像信号とを考慮して補正画像信号を
生成する段階;及び生成された前記補正画像信号に対応
するデータ電圧を前記データ線に供給する段階を含み、
前記補正変数は温度、使用者の好みによって選択される
画質、液晶表示装置の使用環境のうちの少なくとも一つ
である。
【００１７】前記補正画像信号生成段階は、補正変数別
に直前のフレームの画像信号と現在のフレームの画像信
号に対応する補正値が記録されている変換表に基づいて
補正画像信号を生成し、前記補正変数に対応する変換表
がない場合には既に生成された変化表に記載されている
補正値を変換して補正変数による新たな変換表を生成
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し、生成された変換表に基づいて補正画像信号を生成す
る。このような変換表補正はデータブランク期間に行わ
れるのが好ましい。
【００１８】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施例について詳細に説明する。一般にＬＣＤは走査信号
を伝達する多数のゲート線とこのゲート線に交差して形
成されデータ電圧を伝達するデータ線を含む。また、Ｌ
ＣＤはこれらゲート線とデータ線によって囲まれた領域
に形成され、各々ゲート線及びデータ線にスイッチング
素子を通じて連結される行列形態の多数の画素を含む。
ＬＣＤの各画素は液晶を誘電体として有するキャパシ
タ、つまり、液晶キャパシタとしてモデル化でき、図２
にこのようなＬＣＤに用いる画素の等価回路が示されて
いる。
【００１９】図２に示したように、各画素の等価回路は
データ線（Dm）とゲート線（Sn）に各々ソース電極とゲ
ート電極が連結されるＴＦＴ１０と、ＴＦＴのドレーン
電極と共通電圧（Vcom）の間に連結される液晶キャパシ
タ（C1）と、ＴＦＴのドレーン電極に連結されるストレ
ージキャパシタ（Cst）を含む。図２で、ゲート線（S
n）にゲートオン信号が印加されてＴＦＴ１０がターン
オンされれば、データ線（D

m
）に供給されたデータ電圧

（Vd）がＴＦＴ１０を通じて各画素電極（図示せず）に
印加される。その後、画素電極に印加された画素電圧
（Vp）と共通電圧（Vcom）の差に該当する電界が液晶
（図２では等価的に液晶キャパシタで示した）に印加さ
れてこの電界の強さに対応する透過率によって光が透過
する。この時、画素電圧（Vp）は次の信号が印加される
まで１フレームの間は維持されなければならず、このた
めにストレージキャパシタ（Cst）が画素電極に印加さ
れた画素電圧（Vp）を維持するために補助的に用いられ
る。
【００２０】一方、液晶は異方性誘電率を有するため
に、液晶の方向によって誘電率が異なる特性がある。つ
まり、電圧が印加されることによって液晶分子の向きが
変われば誘電率も共に変わり、これにより液晶キャパシ
タのキャパシタンス（以下、これを‘液晶キャパシタン
ス'とする）値も変わる。一応、ＴＦＴがオンになる区
間の間に液晶キャパシタに電荷を供給した後、ＴＦＴが
オフの状態になるが、Ｑ=ＣＶであるので液晶キャパシ
タンスが変われば液晶にかかる画素電圧（Vp）もやはり
変わる。
【００２１】ノーマリーホワイトモードＴＮ－ＬＣＤ
を、例えば、画素に供給される画素電圧が０Ｖである場
合には液晶分子が基板に平行な方向に配列されているの
で液晶キャパシタンスはＣ（0Ｖ）＝ε

v
Ａ／ｄになる。

ここで、ε
v
は液晶分子が基板に平行な方向に配列され

た場合、つまり、液晶分子が光の方向と垂直方向に配列
された場合の誘電率を示し、Ａとｄは各々ＬＣＤ基板の

10
面積と基板との間の距離を示す。一方、フルブラック
（full black）を再現するための電圧が５Ｖであるとす
れば、液晶に５Ｖが印加される場合液晶分子が基板に垂
直方向に配列されるので、液晶キャパシタンスはＣ（５
Ｖ）＝ε

p
Ａ／ｄになる。ＴＮモードに用いられる液晶

の場合には、ε
p
－ε

v
＞０であるので、液晶に印加され

る画素電圧が高くなるほど液晶キャパシタンスがさらに
大きくなる。
【００２２】ｎ番目フレームでフルブラックを作るため
にＴＦＴが充電しなければならない電荷量はＣ（５Ｖ）
×５Ｖである。しかし、直前のフレームであるｎ－１番
目フレームでフルホワイト（Ｖ

n-1
=０Ｖ）であると仮定

すれば、ＴＦＴのターンオン期間は液晶が応答する前で
あるので、液晶キャパシタンスはＣ（０Ｖ）になる。し
たがって、フルブラックを作るためにｎ番目フレームで
５Ｖのデータ電圧（Vd）を印加しても、実際画素に充電
される電荷量はＣ（０Ｖ）×５ＶでありＣ（０Ｖ）＜Ｃ
（５Ｖ）になることによって、液晶に実際供給される画
素電圧（Vp）は５Ｖに至らなくなり（例えば３．５Ｖ）
フルブラックが再現されない。また、その次のフレーム
であるｎ＋１番目フレームでフルブラックを再現するた
めにデータ電圧（Vd）を５Ｖにして印加した場合には、
液晶に充電される電荷量はＣ（３．５Ｖ）×５Vにな
り、結局液晶に供給される電圧（Vp）は３．５Ｖと５Ｖ
との間となる。このような過程を繰り返せば結局いくつ
かのフレーム後に画素電圧（Vp）が所望の電圧に到達す
る。
【００２３】これを階調の観点で説明すれば、任意の画
素に印加される信号（画素電圧）が低い階調から高い階
調に（または高い階調から低い階調に）変わる場合、現
在のフレームの階調は直前のフレームの階調の影響を受
けるために、直ちに所望の階調に到達できず、いくつか
のフレームが経過された後にようやく所望の階調に到達
する。同様に、現在のフレームの画素の透過率は直前の
フレームの画素の透過率の影響を受けて、いくつかのフ
レームが経過した後に所望の透過率を得ることができ
る。
【００２４】一方、ｎ－１番目フレームがフルブラック
であり、つまり、画素電圧（Vp）が５Ｖであり、ｎ番目
フレームでフルブラックを具現するために５Ｖのデータ
電圧が印加されたとすると、液晶キャパシタンスはＣ
（５Ｖ）であるので、画素にはＣ（５Ｖ）×５Ｖに該当
する電荷量が充電され、これにより液晶の画素電圧（V
p）は５Ｖとなる。このように、液晶に実際供給される
画素電圧（Vp）は現在のフレームに供給されるデータ電
圧だけでなく、直前のフレームの画素電圧（Vp）によっ
ても決められる。
【００２５】したがって、本発明の実施例では現在のフ
レームの画像信号（Ｇ

n
）を直前のフレームの画像信号

（Ｇ
n-1
）と比較し、次のような補正された画像信号
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（Ｇ

n
'）を生成した後、補正された画像信号（Ｇ

n
'）を

各画素に印加する。ここで、画像信号（Ｇ
n
）はアナロ

グ駆動方式である場合にはデータ電圧を意味するが、デ
ジタル駆動方式の場合には、データ電圧を制御するため
に二進化された階調信号を意味する。したがって、デジ
タル駆動方式で実際画素に印加される電圧の補正は階調
信号の補正によって行われる。
【００２６】本実施例では第一の場合、つまり、現在の
フレームの画像信号（階調信号またはデータ電圧）が直
前のフレームの画像信号と同一であれば補正を行わな
い。第二の場合、現在のフレームの画像信号が直前のフ
レームの画像信号より高い場合には現在の画像信号より
さらに高く補正された画像信号を出力し、現在のフレー
ムの画像信号が直前のフレームの画像信号より低い場合
には、現在の画像信号よりさらに低く補正された画像信
号を出力する。この時、補正が行われる程度は現在の画
像信号と直前のフレームの画像信号との差に比例し、ま
た、温度、使用者の好み、使用環境などの補正変数によ
って異なって設定される。
【００２７】以下、本発明の実施例による画像信号、つ
まり、データ電圧補正方法を計量的に説明する。図３
は、液晶表示装置の電圧－誘電率間の関係を簡単にモデ
ル化した図面である。図３で、横軸は画素電圧であり、
縦軸は特定画素電圧ｖでの誘電率（ε

(v)
）と液晶が基

板に平行した方向に配列された場合、つまり、液晶が光
の透過方向と垂直な場合の誘電率（ε

v
）の比を示す。

【００２８】図３で、ε
p
／ε

v
の最大値、つまり、ε

p

／ε
v
を３であると仮定し、ＶｔｈとＶｍａｘを各々１

Ｖ、４Ｖと仮定した。ここで、ＶｔｈとＶｍａｘとは各
々フルホワイト及びフルブラック（またはその反対）に
該当する画素電圧を示す。ストレージキャパシタのキャ
パシタンス（以下、これを‘ストレージキャパシタン
ス’という）が液晶キャパシタンスの平均値〈Ｃ１〉と
同一であるとし、ＬＣＤ基板の広さ及び基板の間の距離
を各々Ａとｄとすれば、ストレージキャパシタンスＣｓ
ｔは次の数７で示すことができる。
【００２９】
【数７】

ここで、Ｃ０＝ε
v
A／ｄである。図３から、（ε

(v)
）

／ε
v
は次の数８で示すことができる。

【００３０】
【数８】

ＬＣＤの総キャパシタンスＣ（Ｖ）は液晶キャパシタン
スとストレージキャパシタンスとの合計であるので、Ｌ
ＣＤのキャパシタンスはＣ（Ｖ）は数７及び８から次の
数９で示すことができる。

12
【００３１】
【数９】

画素に印加される電荷量Ｑは保存されるので、次の数１
０が成立する。
【００３２】
【数１０】

数９及び数１０から次の数１１が誘導できる。
【００３３】
【数１１】

ここで、Ｖ
n
は現在のフレームに印加されるデータ電圧

（反転駆動の場合にはデータ電圧の絶対値）を示し、Ｖ

n-1
は直前のフレームの画素電圧を示し、Ｃ（Ｖ

n-1
）は

直前のフレーム（ｎ－１フレーム）の画素電圧に対応す
るキャパシタンスを示し、Ｃ（Ｖ

f
）は現在のフレーム

（ｎフレーム）の実際の画素電圧（Ｖ
f
）に対応するキ

ャパシタンスを示す。
【００３４】このような数１１に基づいて、実際の画素
電圧Ｖ

f
は次の数１２で示すことができる。

【００３５】
【数１２】

前記数１２から明確に分かるように、実際の画素電圧Ｖ

f
は現在のフレームに印加されたデータ電圧（Ｖ

n
）と直

前のフレームの画素電圧（Ｖ
n-1
）によって決定され

る。一方、ｎフレームで画素電圧が目標電圧（Ｖ
n
）に

到達するようにするために印加されるデータ電圧をＶ
n
'

とすれば、Ｖ
n
'は数１１から次の数１３で示すことがで

きる。
【００３６】
【数１３】

したがって、Ｖ
n
'は次の数１４で示すことができる

。
【００３７】
【数１４】

このように、現在のフレームの目標画素電圧（Ｖ
n
）と

直前のフレームの画素電圧（Ｖ
n-1
）を考慮して前記数

１４により求められるデータ電圧（Ｖ
n
'）を印加すれ

ば、目標とする画素電圧Ｖ
n
に直ちに到達することがで

きる。前記の数１４は図３に示した図面及びいくつかの
基本仮定から誘導された式であり、一般的なＬＣＤで適
用されるデータ電圧Ｖｎ'は次の数１５で示すことがで
きる。
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【００３８】
【数１５】

ここで、関数fはＬＣＤの特性によって決められる。関
数fは基本的に次の性質を有する。つまり、｜Ｖ

n
｜と｜

Ｖ
n-1
｜が同一である場合にｆ=０になり、｜Ｖ

n
｜が｜

Ｖ
n-1
｜より大きい場合ｆは０より大きく、｜Ｖ

n
｜が｜

Ｖ
n-1
｜より小さい場合ｆは０より小さい。

【００３９】図４に、このような本発明の実施例による
データ電圧印加方法が示されており、図５に図４のデー
タ電圧印加による液晶表示装置の透過率が示されてい
る。本発明の実施例では図４に示したように、現在のフ
レームの目標画素電圧と直前のフレームの画素電圧（デ
ータ電圧）を考慮して補正されたデータ電圧Ｖ

n
'を印加

し、画素電圧（Vp）が直ちに目標電圧に到達するように
する。つまり、現在のフレームの目標電圧と直前のフレ
ームの画素電圧が異なる場合、現在のフレームの目標電
圧よりさらに高い電圧（またはさらに低い電圧）を補正
されたデータ電圧として印加し第１フレームで画素電圧
が直ちに目標電圧レベルに到達するようにした後、その
次のフレームでは目標電圧をデータ電圧に印加する。こ
のようにすることによって、液晶の応答速度を改善する
ことができる。
【００４０】この時、補正されたデータ電圧（電荷量）
は直前のフレームの画素電圧によって決定される液晶キ
ャパシタンスを考慮して決める。つまり、本発明の実施
例では直前のフレームの画素電圧レベルを考慮して電荷
量（Q）を供給することによって第１フレームで直ちに
目標電圧レベルに到達するようにする。これにより、図
５に示したように、現在のフレームで直ちに目標透過率
に到達する。これとは異なって、目標電圧より多少高く
補正された電圧Ｖ

n
'を画素電圧に印加することもでき

る。図５に、この場合による液晶表示装置の透過率が示
されている。目標電圧より多少高く補正された電圧Ｖ

n
'

を画素電圧に印加する場合には、図５に示したように液
晶の応答時間の約１/２以前では透過率が目標値より小
さくなるが、その後には目標値より過度になって（over
compensate）平均的な透過率が目標透過率と同様にな
る。
【００４１】一方、本発明の実施例では上述したよう
に、現在のフレームの目標画素電圧と直前のフレームの
画素電圧（データ電圧）を考慮して補正されたデータ電
圧（Ｖ

n
'）を印加し、補正されたデータ電圧（Ｖ

n
'）は

補正変数、特に、温度によって適応的に可変される。デ
ータ電圧の補正のために、温度別に数１５を満足する補
正データ電圧（Ｖ

n
'）を生成するデジタル回路を直接製

造して用いることができる。また、温度別に補正値が設
定されているルックアップテーブル（Look-up table、
以下、“ＬＵＴ”と命名する）を製造時に作成してＲＯ
Ｍ（read only memorｙ）として保存しておき、ＬＵＴ *
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*をアクセスして読み出される補正値に基づいてデータ電
圧（画像信号）を補正することもできる。実際に補正デ
ータ電圧Ｖ

n
'は単純に直前のフレームのデータ電圧（Ｖ

n-1
）と現在のフレームのデータ電圧（Ｖ

n
）の差にだけ

比例することでなく、各々の絶対値にも依存する複雑な
関数であるので、このようにルックアップテーブルを構
成すれば演算処理に依存することより回路が非常に簡単
になるという長所がある。
【００４２】したがって、本発明では温度別に上述され
た数１５を満足するデータ電圧Ｖ

n
'を生成するための補

正値を有する多数のＬＵＴを構成し、多数のＬＵＴの中
で液晶表示装置の現在温度によって一つのＬＵＴを選択
した後、選択されたＬＵＴの補正値に基づいてデータ電
圧補正、つまり、階調信号補正を行う。しかし、発生可
能な全ての温度別にＬＵＴを作成することも容易でな
く、全ての温度別ＬＵＴをＲＯＭなどの保存手段に保存
することもやはり容易でない。したがって、本発明の実
施例ではＬＵＴを利用した階調信号補正の効率化のため
に多数の設定温度別にＬＵＴを生成した後、測定された
温度が設定温度に該当しない場合には、次に記述される
補正値変換方法によってＬＵＴの補正値を変換させ現在
測定された温度による新たなＬＵＴ、つまり、補正値を
生成する。
【００４３】以下、ＬＵＴ変換方法について説明する。
測定された温度が多数の設定温度、つまり、ＬＵＴが予
め生成されている温度に該当しない場合、例えば設定温
度が２５℃、４０℃、０℃であり、この設定温度にだけ
対応してＬＵＴが生成されており、現在測定された温度
が２０℃である場合、次の通り既に生成されている一つ
のＬＵＴを選択してＬＵＴ変換を行う。ＬＵＴを構成す
るｉ番目行とｊ番目列に位置したセルの各補正値をＧ

ij

とする。例えば、８ビット階調で８ビット全体を保存せ
ずにｙビットのＭＳＢ（most sigｎificant bit）だけ
を保存したとすると、Ｇ

ij
は次の数１６のように示すこ

とができる。
【００４４】
【数１６】

ここで、Ｇ
n
=（i-１)×２8-y、Ｇ

n-1
=(j-１)×２8-yで

ある。例えば、８ビット階調で４ビットのＭＳＢだけを
保存して補正値を表現したＬＵＴを構成するとすれば、
Ｇ
23
=Ｇ

n
'（Ｇｎ=１×１６=１６、Ｇ

n-1
=２×１６=３

２）で、Ｇ
23
は現在のフレームの階調が１６であり、直

前のフレームの階調が３２である時の補正値を示す。
【００４５】このように、ＬＵＴを構成する各々の補正
値（Ｇ

ij
）は現在のフレームの階調と直前のフレームの

階調にマッチングされ、補正値が階調信号の総ビット数
（８ビット）のうちのいくつのビットで示されたのかに
よってマッチングされる値が変わる。図６に、本発明の
実施例によるＬＵＴの例が示されている。図６に示され
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たＬＵＴは８ビットの階調信号で４ビットのＭＳＢだけ
を保存した場合である。ここで、ＬＵＴのＧ

ij
が前記数

１６のように表現されると仮定する。まず、現在測定さ
れた温度が設定温度に該当しなければ、測定温度と差が
最も小さい設定温度に該当するＬＵＴの各補正値Ｇ

ij
を

次の通りに変換する。ここで、補正値Ｇ
ij
の変換値をＧ

ij
’とする。

【００４６】
【数１７】

ここで、Ｇ
ii
=（i-１)×２8-yである。そして、各項に

付与されているα、β、γなどは測定温度と設定温度と
の差を補償するための補正係数であって、測定温度が設
定温度より低い場合にはαなどの補正係数の値を１より
大きくして補償が大きく行われるようにし、測定温度が
設定温度より高い場合にはαなどの補償係数値を１より
小さくして補償が小さく行われるようにする。
【００４７】例えば、前記数１７で１次項だけを使用す
ることを見れば（β=γ=…=０、測定温度が設定温度よ
り低くて補償が多く必要である時はα>１に補正し、測
定温度が設定温度より高くて補償を減らす必要がある時
にはα<１に補正する。測定温度以外にも、使用者が過
補正された画像を好んだり低補正された画像を好むなど
の好みによって、補正係数であるαやβなどの値を可変*
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*させることができ、また、現在表示される画像がほとん
ど静的なグラフィックス画像であるか動画像であるかの
可否によって補正係数を可変させることもできる。
【００４８】一方、ＬＵＴにＭＳＢ ｙビットに対する
補正値だけでなく、ＬＳＢ（least significant bit）
値に対する補正のための演算用係数が保存されている場
合には、これら係数も共に変換させなければならない。
つまり、階調信号の総ビットがｘビットであるとすれ
ば、この中のＭＳＢ ｙビットはＬＵＴを利用して補正
し、他のＬＳＢ ｚ（つまり、ｘ－ｙ）ビットは演算に
よって補正する。直前のフレームの階調信号とｘビット
の現在のフレームの階調信号のうちｙビットのＭＳＢに
よってＬＵＴから提供される変数（ｆ、ａ、ｂ）と、直
前のフレームの階調信号、そしてｘビットの現在のフレ
ームの階調信号のうちｚビットのＬＳＢに基づいて演算
を行い、補正された階調データを生成する。ここで、ｆ
=（Ｇ

n
、Ｇ

n-1
）であって、直前のフレームの階調信号

と現在のフレームの階調信号に対応される補正値であ
り、ａ、ｂは整数であって、現在セルの補正値と隣接し
た他のセルの補正値との差を示す。
【００４９】ＬＳＢを考慮して補正された階調データは
次の数１８を満足する。
【００５０】
【数１８】

ここで、ｚはｘ－ｙ、[Ｇ
n
]ｚはＧ

n
のＬＳＢ ｚビット

を全て０にした値であり、[Ｇ
n-1

]ｚはＧ
n-1
のＬＳＢ 

ｚビットを全て０にした値であり、ｙ[Ｇ
n
]はＧｎのＭ

ＳＢｙビットを全て０にした値であり、ａとｂとは全て
正整数を示す。特に、[Ｇ

n
]ｚ=[Ｇ

n-1
]ｚである場合に

はａ－ｂ=１６でなければＧ
n
'=Ｇ

n-1
の条件が満足でき

ず、また、ａ'－ｂ=０でなければＧ
n
'=Ｇ

n-1
の条件を満

足することができない。ここで、ａ'は、Ｇ
n
'の演算用

係数である。
【００５１】このように、ＬＳＢ値に対する補正のため
の演算用係数（ａ、ｂ）が要求される場合には、次のよ
うに設定温度によるＬＵＴに基づいて測定温度による演
算用係数を求める。
【００５２】
【数１９】

【００５３】
【数２０】
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つまり、設定温度によるＬＵＴのｉ番目行とｊ番目列に
位置したセル（cell）を読めば、Ｇ

ij
'、a

ij
'、b

ij
'を

算出することができる。ここで、a
ij
及びb

ij
は、Ｇ

ij
に

対する演算用係数、a
ij
'及びb

ij
'は、Ｇ

ij
'に対する演

算用係数である。前記に記述したように、現在の測定温
度が複数の設定温度に該当しない場合には、測定温度と
の差が最も小さい設定温度に該当するＬＵＴに基づいて
ＬＵＴ変換を行って、現在の測定温度に適した補正され
たＬＵＴ値を生成する。
【００５４】一方、複数の設定温度によって第１ＬＵＴ
乃至第Ｎ ＬＵＴが既に生成されており、この中で第１
ＬＵＴがデフォルト値に設定されている場合には、現在
の測定温度と第１ＬＵＴの設定温度とを比較して、その
温度差が設定値より小さい場合には前記に記述されたよ
うに第１ＬＵＴに基づいて変換を行う。しかし、現在の
測定温度と第１ＬＵＴの設定温度との差が設定値以上で
ある場合には第１ＬＵＴを使用せず、測定温度との差が
設定値より小さいＬＵＴを選択して、前記に記述された
ようなＬＵＴ変換を行う。この時、設定温度のうち測定
温度との差が最も小さい設定温度に該当するＬＵＴが選
択されるのが好ましい。
【００５５】次に、このような方法に基づいて駆動され
る本発明の実施例による液晶表示装置を説明する。図７
に、本発明の実施例による液晶表示装置の構造が示され
ている。図７に示された液晶表示装置はデジタル駆動方
法を使用する。本発明の実施例による液晶表示装置は、
図７に示したように、液晶表示装置パネル１００、ゲー
トドライバー２００、データドライバー３００及びデー
タ階調信号補正部４００を含む。
【００５６】液晶表示装置パネル１００にはゲートオン
信号を伝達するための多数のゲート線（Ｓ１，Ｓ２，Ｓ
３，．．．Ｓｎ）が形成されており、補正されたデータ
電圧を伝達するためのデータ線（Ｄ１，Ｄ２，．．．Ｄ
ｍ）が形成されている。ゲート線とデータ線によって囲
まれた領域は各々画素をなし、各画素はゲート線とデー
タ線に各々ゲート電極及びソース電極が連結されるＴＦ
Ｔ１１０と、ＴＦＴ１１０のドレーン電極に連結される
液晶キャパシタ（C1）と、ストレージキャパシタ（Cs
t）を含む。
【００５７】ゲートドライバー２００はゲート線に順次
にゲートオン電圧を印加し、ゲートオン電圧が印加され
たゲート線にゲート電極が連結されたＴＦＴ１１０をタ
ーンオンさせる。データ階調信号補正部４００はデータ
ソース（例えば、グラフィック制御機）から階調信号
（Ｇ

n
）を受信した後、前記に説明したように現在のフ

レームの階調信号と直前のフレームの階調信号を考慮し
て補正された階調信号Ｇ

n
'を出力する。この時、データ

階調信号補正部４００はスタンドアローンユニットとし
て存在することもあり、グラフィックカードやＬＣＤモ
ジュールに統合されることもある。
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【００５８】データドライバー３００はデータ階調信号
補正部４００から受信されて補正された階調信号
（Ｇ

n
'）を該当階調電圧（データ電圧）に変えて各々デ

ータ線に印加する。図８に、本発明の実施例によるデー
タ階調信号補正部４００の構造が詳細に示されている。
本発明の実施例によるデータ階調信号補正部４００は、
図８に図示したように、合成器４１０、フレームメモリ
４２０、コントローラ４３０、データ階調信号変換器４
４０及び分離器４５０を含む。
【００５９】合成器４１０はデータソースから伝送され
る階調信号（Ｇ

n
）を受信して、データ階調信号補正部

４００が処理できる速度でデータストリームの周波数を
変換する。例えば、データソースから２４ビットのデー
タが６５ＭＨｚ周波数に同期して受信され、データ階調
信号補正部４００の構成要素などの処理速度が５０ＭＨ
ｚが限界といえば、合成器４１０は２４ビットの階調信
号を２つずつ縛って４８ビットの階調信号（Ｇm）で合
成しフレームメモリ４２０に伝送する。合成された階調
信号（Ｇm）は、コントローラ４３０の制御によって所
定アドレスに保存されている直前の階調信号（Ｇｍ－
１）をデータ階調信号変換器４４０に出力すると同時
に、合成器４１０から伝送される階調信号（Ｇm）を前
記所定アドレスに保存する。データ階調信号変換器４４
０は合成器から出力される現在のフレームの階調信号
（Ｇm）とフレームメモリ４２０から出力される直前の
フレームの階調信号（Ｇｍ－１）を受信し、現在のフレ
ームの階調信号と直前のフレームの階調信号を考慮して
補正された階調信号Ｇ

m
'を生成する。

【００６０】分離器４５０はデータ階調信号変換器４４
０から出力される４８ビットの補正されたデータ階調信
号（Ｇ

m
'）を分離して２４ビットの補正された階調信号

（Ｇ
n
'）を出力する。本発明の実施例では階調信号に同

期するクロック周波数がフレームメモリをアクセスする
クロック周波数と相異しているために、階調信号を合成
及び分離する合成器４１０及び分離器４５０が必要であ
ったが、階調信号に同期するクロック周波数とフレーム
メモリ４２０をアクセスするクロック周波数とが同一で
ある場合には、このような合成器と分離器は不要とな
る。
【００６１】図９に、本発明の実施例による現在のフレ
ームの階調信号と直前のフレームの階調信号を考慮して
補正された階調信号を生成するデータ階調信号変換器４
４０の詳細構造が示されている。添付した図９に示され
ているように、本発明の実施例によるデータ階調信号変
換器４４０は、ＬＵＴ保存部４４１、補正変数入力部４
４４、ＬＵＴ選択部４４５、ＬＵＴ変換部４４６、ＬＵ
Ｔ演算器４４３を含む。ＬＵＴ保存部４４１は多数の設
定温度別に階調信号補正のための補正値が保存されてい
る多数のＬＵＴ（ＬＵＴ

0
～ＬＵＴ

n
）を含む。

【００６２】補正変数入力部４４４は補正をどれほどし
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なければならないかを決定するための変数の入力を受
け、また、ＬＵＴを選択したり選択されたＬＵＴに基づ
いて補正値を変更するための変数を受信してＬＵＴ選択
部４４５に提供する。具体的に液晶表示装置の現在温度
を測定するセンサーから出力される温度データ、画質選
択ボタンやキーボードから出力される使用者の好みによ
る画質選択データ、使用環境設定ボタンやキーボードか
ら出力される使用環境データ（ほとんど静的なグラフィ
ックス環境または動画像環境）などを受信して伝達す
る。
【００６３】このようなデータはデジタル信号としてパ
ラレルまたはシリアル（serial）に補正変数入力部４４
４に入力されることができ、アナログ信号で入力された
後、デジタル信号に変換されることも可能である。ＬＵ
Ｔ選択部４４５は補正変数入力部から提供される多数の
補正変数、つまり、温度データ、画質選択データ、使用
環境データなどによって適切なＬＵＴを選択したりＬＵ
Ｔ変換を行うための係数値を設定する。具体的に、多数
の補正変数に基づいてどのＬＵＴを選択するか、そして
補正値をどれほど変化させるかに対し判断した後、補正
変数によって選択されたＬＵＴ ＩＤつまり、どのＬＵ
ＴをＬＵＴ保存部４４１から読み出すかについてのデー
タと、ＬＵＴ補正に必要な補正係数（α，β，．．．）
値を決定する。
【００６４】ＬＵＴ選択部４４５は補正係数の数字が小
さい場合には、次の表１に示されているように、単純な
ルックアップテーブル形態で具現できる。補正係数の数
字が大きい場合にはアルゴリズムによって係数を算出す
るように具現されることもできる。
【００６５】
【表１】

ＬＵＴ変換部４４６はＬＵＴ選択部４４５から提供され
るＬＵＴ ＩＤに基づいてＬＵＴ保存部４４１から該当
ＬＵＴを読み出す。一方、ＬＵＴ変換部４４６はＬＵＴ
選択部４４５からＬＵＴ ＩＤ以外にＬＵＴの値を補正
して現在の補正変数に適した補正値を得るための補正係
数（α，β，．．．）が提供される場合には、ＬＵＴ保
存部４４１から提供されたＬＵＴの各補正値を、提供さ
れた補正係数（α，β，．．．）に基づいて前記に記述
された変換方法によって変換させ、現在温度に適したＬ
ＵＴ補正値を求める。そして、このように補正されたＬ
ＵＴを現在のフレームの階調信号と直前のフレームの階
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調信号を考慮して補正された階調信号Ｇ

n
'を出力するた

めの補正ＬＵＴ４４２として用いる。
【００６６】補正ＬＵＴ４４２は合成器４１０から提供
される現在のフレームの階調データと、直前のフレーム
の階調信号に対応されている補正値を演算器４４３に提
供する。演算器４４３は補正値に基づいて所定の演算を
行って、補正された階調信号Ｇ

m
'を生成して分離器４５

０に出力する。一方、ＬＵＴにＭＳＢ Ｌビットに対す
る補正値だけでなく、ＬＳＢ値に対する補正も共に行わ
れる場合、演算器４４３は合成器４１０から現在のフレ
ームの階調信号の４ビットＬＳＢとフレームメモリ４２
０から直前のフレームの階調信号の４ビットＬＳＢの提
供を受け、補正ＬＵＴ４４１から動画像補正のための変
数、f、ａ、ｂの提供を各々受けて所定の演算を通じて
補正された階調信号Ｇ

m
'を生成して分離器４５０に出力

する。
【００６７】分離器４５０に提供された４８ビットの補
正された階調データはデータ分割されて２４ビットの補
正された階調信号（Ｇ

n
'）としてデータドライバー部３

００に出力する。このようなＬＵＴ変換はデータブラン
ク期間に行われるのが好ましい。データブランク期間で
あると、データドライバー部３００への階調信号供給に
影響を及ぼさず、ＬＵＴ変換を容易に行うことができ
る。ここで、データブランク期間とは、データ駆動部に
階調信号が供給されない期間である。一方、前記に記述
された実施例で補正変数のうち温度によってＬＵＴを設
定し、各温度別ＬＵＴの補正値を一つ以上において、使
用者の好みや使用環境によって互いに異なる値を選択す
るようにすることができ、この時、一つ以上の補正値も
やはり前記に記述したように変換できる。
【００６８】また、前記に記述された実施例で多数のＬ
ＵＴやＬＵＴ選択部は製品によって変わることがあり、
多様な形態で具現されて補正値及び係数を提供する。例
えば、データ階調変換器の内部にＲＯＭなどの常設記憶
装置形態で具現されて補正値や係数を提供することがで
きる。このような場合には、外部とのインターフェース
が要求されず、ＳＲＡＭで具現する時より占有面積が小
さい。そして、不良の可能性が少ないという長所がある
が、製品の液晶パラメータが多く変更される場合には対
応が不可能であって、新しくデータ階調変換器を設計し
なければならない。
【００６９】また、多数のＬＵＴやＬＵＴ選択部４４５
は外部ＲＯＭ形態で具現できる。この場合には、データ
階調変換器が必要な時毎に外部のＲＯＭからデータを読
み込む。一般に、初期の電源印加（POWER-UP）時にデー
タを読むことが好ましい。但し、ＬＵＴを全て保存する
のにチップで具現されたデータ階調変換器の空間が不足
する場合には、初期化時にデフォルトで指定されたＬＵ
Ｔだけを読み込み、その後、必要に応じて一つのＬＵＴ
ずつ読み込むこともできる。この場合には多様なモデル
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に容易に対応できる反面、外部ＲＯＭとのインターフェ
ース装置が要求され、構成成分が増加することによって
不良が発生する可能性が増加する。
【００７０】また、多数のＬＵＴやＬＵＴ選択部を構成
する補正値をグラフィックス信号を通じて受信すること
もできる。この場合には、グラフィックス信号送信のた
めの別途のプロトコルが要求され、入力される信号がデ
ィスプレイするデータでなく、ＬＵＴ及びそれによる補
正係数ということを知らせるためのデータ、入力される
信号の中でどの部分が補正係数に該当し、また、どの部
分がＬＵＴ用データであるということを知らせるための
データが要求され、このようなデータが入力される順が
どのようになるかに関する約束が決められていなければ
ならない。
【００７１】このようにグラフィックス信号送信を通じ
てＬＵＴ及び補正係数が入力される方法は次の通りに具
現できる。例えば、ＬＣＤモジュールを含む液晶表示装
置でこのようなデータはディスプレイブランク区間に、
決められたフォーマットで伝送できる。また、コンピュ
ータ環境下では使用者が特定のソフトウェアを可動した
後、ＬＵＴ設定ボタンなどを押して前記データが伝送さ
れるようにすることができる。この時、用いられるソフ
トウェアはビットマップ表示器であって、ここにはＬＵ
ＴやＬＵＴ選択部に入る情報が特定規則通りに保存され
る。このビットマップの情報は階調信号が伝送される経
路にしたがってＬＣＤモジュールに伝達され、ビットマ
ップを修正して容易にＬＵＴ値を変えることができる。
ディスプレイブランク期間に補正変数が入力されると、
ディスプレイしようとする実際の画像データとの区別が
容易になる。また、既存の画像信号生成源が画像データ
を提供することに影響を及ぼさずに、補正変数の生成及
び供給を行うことができる。ここで、ディスプレイブラ
ンク期間とは、画像信号生成源から画像データが伝送さ
れない期間である。
【００７２】このようにビットマップ形態にＬＵＴ及び
補正係数などの補正データの提供を受けるように具現す
る場合には、多様なモデルによって容易に補正データを
変更することができ、使用者がソフトウェアを通じて容
易に補正データを変更することができる。また、外部構
成要素とのインターフェースが要求されず、これにより
不良が発生する可能性が少ない。以上、本発明の実施例
について説明したが、、本発明は前記実施例にだけ限定
されるわけではなく、上記請求範囲に基づいて多様な変
更や変形が可能である。
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【００７３】
【発明の効果】本発明は、データ電圧を補正し、補正さ
れたデータ電圧を画素に印加することによって画素電圧
が直ちに目標電圧レベルに到達することができるように
する。したがって、ＴＦＴ ＬＣＤのパネル構造を変え
る必要なく液晶の応答速度を改善させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来液晶表示装置の動画像補正例を示した図面
である。
【図２】液晶表示装置で各画素の等価回路を示す図面で
ある。
【図３】液晶表示装置の電圧-誘電率間の関係をモデル
化した図面である。
【図４】本発明の実施例によるデータ電圧印加方法を示
す図面である。
【図５】本発明の実施例によってデータ電圧を印加した
場合の液晶表示装置の透過率を示す図面である。
【図６】本発明の実施例による変換表を示す図面であ
る。
【図７】本発明の実施例による液晶表示装置の構造を示
す図面である。
【図８】本発明の実施例によるデータ階調信号補正部の
構造を示す図面である。
【図９】本発明の実施例によるデータ階調信号変換器の
構造を示す図面である。
【符合の説明】
１０          ＴＦＴ
１００        液晶表示装置パネル
１１０        ＴＦＴ
２００        ゲートドライバー
３００        データドライバー
４００        データ階調信号補正部
４１０        合成器
４２０        フレームメモリ
４３０        コントローラ
４４０        データ階調信号変換器
４４１        ＬＵＴ保存部
４４３        ＬＵＴ演算器
４４２        補正ＬＵＴ
４４４        補正変数入力部
４４５        ＬＵＴ選択部
４４６        ＬＵＴ変換部
４５０        分離器
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